
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.技   術 2.4 その他 

2.事 業 名 2.4.37 工場における水の効率運用のための新評価指標検討調査(H30) 

3.キーワード 水使用合理化、工業用水、調査、標準化 

4.目的 本事業は、水の効率運用のための用水使用合理化の可能性とその方策を検討

する際に参考とすべき情報の整理及び評価手法の確立に向けて調査・検討を行

い、またその普及促進を目的とするものである。 

5.内容、成果 水の効率運用を考える場合、ライフサイクル全体での考察とともにその各段

階においても適正化が図られることが重要で、それぞれに応じた適切な評価と

それに基づく運用の効率化が必要である。本事業では、本課題に対応するため、

２か年の計画で、水使用合理化方策やその動向に関する調査を踏まえて新評価

指標を提案するとともに、当該指標の適用性を検証し、普及に努める。 

初年度(平成２９年度)は電子部品製造工場を対象とし、また、平成３０年度は

自動車部品製造工場を対象とした実際の工場に対する『工場を製品と見立てた

ウォーターフットプリント(LCA)的手法』をベースとした検討により、水使用合

理化による環境影響低減を適確に評価できることを実証した。 

なお、これまでの調査結果を踏まえて、指標の普及促進をより一層図るため、

今後さらなる具体的な適用事例検討とガイドライン化についての調査・検討を

実施する予定である。 

6.参照 本事業は、(公財)JKA の補助事業として実施したものである。 


